
女性のための平等は皆にとっての前進 
サボール・アーメッド・カカール（パキスタン） 
 
ジェンダー平等は 21 世紀においても相変わらず最大の世界的課題である。ジェンダー平等に関

する国際的な対話、女性の人権に関する数多くの国際会議や国際的な約束事が存在する一方、

真にジェンダー平等を達成したと宣言できる国は一つとして存在しない。社会／経済／政治的立

場において、ジェンダーギャップは世界中に根強く残っている。「女性のための平等は皆にとって

の前進である」というスローガンは、男性優位の世界、とりわけ男性優位のアジアでは完全には理

解されていない。 
 
パキスタンでは、ジェンダー平等に関する対話は論争の渦に揉まれ、現場では何の影響力も持た

ない。過激主義ロビイストや男性優位エリートたちは女性を男性に従属的な立場に据え、社会全

体を支配している。女性嫌いの思いこみが蔓延しているのである。家父長制の社会において女性

は、個人としての権利を行使しながら生きるという基本的人権が否定されている。さらに、女性の

生活および身体への家父長的支配が生き続け、女性に対する暴力というメカニズムが日常生活

に浸透している。女性はその家族や地域社会、国家機関によってレイプされ、虐待され、ハラスメ

ントを受け、侮辱され、権利を否定されている。 
現在、わが国の政治家たちは女性のエンパワメントについての公約を声高に主張している。彼ら

は、現実社会のジェンダー格差を曖昧にしようとしている。わが国の政策立案者や国民の代表を

務める者たちにとって、生活のあらゆる部分に存在するジェンダー格差を、ありのままに説明する

ことは困難である。パキスタンは、国としてジェンダー平等に真摯に取り組むとしているが、ジェン

ダーギャップ指数(GGGI)は 132 位から 135 位に落ちた。イエメンの下である。識字率をみると、男

性 65%に対して女性は 49%とジェンダーギャップがいまだに存在する。パキスタン女性の健康状

態は世界でも最悪で、出生数 10 万に対する妊産婦死亡数は 260 と、世界で最も高い妊産婦死

亡率である。 
 
政治参画や、有権者／候補者／代議員としての立場においてもジェンダーギャップが見られる。

現在、連邦政府には女性閣僚が一人もいない。女性国会議員人数は 76 名、その議席のうち 60
は女性に割り当てられた議席である。地方議会では、33%を女性議員に割り当てることが地方自

治法により定められている。経済活動においては、フォーマルセクターで働く女性はわずか 18%で

ある一方、インフォーマルセクターの女性労働者は 70%と、フォーマルセクターの三倍である。財

産を所有する女性はわずか 11%、農地を所有する女性は 4%だけである。 
 
女性は、その基本的権利が国や社会によって制度的に脅かされている最大の集団である。家父

長制と資本主義という二重の制度によって、女性は法的にも社会的にも二級市民の地位におか

れている。これにより、人的資源としての女性への投資は家族と国家によって低く抑えられ、それ

がジェンダー格差を生む土壌となっている。 
 
女性の 3 人に 1 人が何らかの暴力を受けている。差別的法律、名誉殺人、vani（ヴァニ）、 
sawara（サワラ）、 karo-kari（カロカリ）、 sung chatty（スンチャティ）、 walvar（ワルヴァール）, 
watta satta（ワッタサッタ）等の風習が女性の人生を破壊する。過激主義は女性を攻撃の標的と

し、その命を奪う。 



このような大きな意味での社会的不平等において、私たちが国際女性デーになすべきことは基本

的な問いかけをすることであって、ジェンダー平等への誓いを空しく反芻する言葉を聴くことではな

い。今、私たちが投げかけるべき重要な問いとは、社会経済構造がジェンダー不平等の上に成立

している社会において、ジェンダー平等のゴールに到達することができるだろうか、ということであ

る。 
 
女性は、その社会経済的地位の低さゆえに、あらゆる形態の暴力に曝されている。ドメスティック

バイオレンスが蔓延し、伝統と名誉の名のもとに女性が殺され、家族間紛争を解決するために売

買や交換が行われさえする。このような免責の文化が、この国を、女性が生きる上で世界一危険

な場所にしている。社会の保守主義の拡大が、女性が自由に行動し、働き、政治に参画する権利

をさらに脅かしている。教育や仕事を得ようとすると過激主義者に攻撃されるのである。 
 
ジェンダー平等は、法的／政治的な文書に盛り込まれた約束ごとではないということを私たちは理

解しなければならない。ジェンダー平等とは、より大きな社会経済構造を変革せずしては獲得しえ

ない社会的／文化的／法的な紛争地なのである。 
 

 

ドメスティックバイオレンス 
 

 

 パキスタンの多くの少女たちは学校に行っていない 



 

 
パキスタンのチトラル地方の女性にとっての自殺の主因は暴力である 
 

 

 パキスタンの女性たちは長い時を経て政治にたずさわることに積極的になった 
 


